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総務課から

TEL 73－9603斐川地区本部運営委員会情報斐川地区本部運営委員会情報

報告事項 （１）斐川地区本部の現状と課題について
（２）令和３年産米販売進度について
（３）貯金・貸出金実績について（令和４年６月末）
（４）信用手数料変更について
（５）斐川地区本部運営委員報酬について
（６）地区本部総代説明会・第８回通常総代会の報告
　　　について
（７）地区別総代・ＪＡ協力員合同会の開催について

7月8日開催

　
令
和
4
年
6
月
19
日
（
日
）
に
斐
川
地
区
本
部
総

代
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
斐
川
地
区
本
部

の
総
代
の
皆
様
か
ら
頂
き
ま
し
た
主
な
ご
意
見
・
ご

質
問
に
対
す
る
回
答
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

斐
川
地
区
本
部
総
代
説
明
会

　
令
和
4
年
６
月
19
日
（
日
）
午
後
2
時
〜

　
　
　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
斐
川
地
区
本
部
営
農
総
合
セ
ン
タ
ー

質
問
・
意
見
・
要
望
等

 

Q
特
定
財
産
の
活
用
は
有
効
に
、
組
合
員
の
意

を
汲
み
な
が
ら
進
め
て
ほ
し
い
。

A
運
営
委
員
会
、
総
代
、
協
力
員
の
合
同
会
で

考
え
方
等
を
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
て
い
き
ま
す
。

Q
共
済
の
自
動
車
事
故
対
応
の
セ
ン
タ
ー
の
窓

口
の
対
応
が
良
く
な
か
っ
た
。
合
理
化
は
良
い
が
考

慮
を
お
願
い
し
た
い
。

A
初
期
対
応
は
Ｊ
Ａ
で
行
い
ま
す
が
、
そ
の
後

の
交
渉
に
つ
い
て
は
全
共
連
で
行
っ
て
い
ま
す
。

全
共
連
へ
伝
え
ま
す
。

Q
中
期
経
営
計
画
に
お
い
て
地
区
本
部
制

の
見
直
し
と
あ
る
が
、
組
織
と
し
て
は
よ
い

が
組
合
員
の
気
持
ち
も
考
慮
し
て
精
査
し
て

ほ
し
い
。
組
合
員
の
い
な
い
組
合
が
残
っ
て

は
な
ら
な
い
。

A
地
区
本
部
制
で
良
い
と
こ
ろ
も
あ
る
し
、

ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
改
革
が
進
ま
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
３
年
間
か
け
て
、
組
合
員
の
視

点
で
仕
分
け
を
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Q
農
機
事
業
の
一
本
化
に
つ
い
て
は
十
分
に

検
討
の
上
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

A
一
つ
に
な
っ
て
や
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
全
農
の
力
を
借
り
な
が
ら
新
し
い
事
業
を

や
っ
て
い
き
ま
す
。
現
在
検
討
中
で
あ
り
今
年
の

秋
位
に
総
代
の
皆
様
に
お
諮
り
し
て
判
断
し
ま
す
。

斐
川
地
区
本
部
総
代
説
明
会

斐
川
地
区
本
部
総
代
説
明
会

Q
玉
ね
ぎ
の
拡
大
に
つ
い
て
令
和
６
年
度
の
計

画
は
目
途
が
立
っ
て
い
る
の
か
。
あ
ま
り
に
も
飛
躍

し
た
数
字
で
は
な
い
か
。

A
面
積
の
拡
大
と
単
収
の
増
加
を
計
算
し
て
の

数
値
で
す
。
販
売
金
額
で
の
計
画
で
あ
り
、
生
産

費
、
利
用
料
等
に
つ
い
て
説
明
を
し
て
い
ま
す
。
説

明
会
も
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
広
域
施
設
は

冷
蔵
施
設
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
作
付
け
を
拡
大
し

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

Q
組
合
員
価
格
な
ど
組
合
員
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
肥
料
、
農
薬
や
農
機
な
ど
地

区
本
部
で
価
格
が
違
う
。
統
一
し
て
ほ
し
い
。

A
今
後
の
課
題
と
し
て
、
皆
さ
ん
方
に
１
円
で

も
安
く
提
供
す
る
た
め
に
事
業
改
革
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

Q
肥
料
の
ス
ト
ッ
ク
は
増
や
す
こ
と
が
で
き
な

い
の
か
。

A
肥
料
の
ス
ト
ッ
ク
自
体
が
現
在
で
き
な
い
状

況
で
す
。
倉
庫
に
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。
全
農
で
の

肥
料
の
ス
ト
ッ
ク
に
つ
い
て
努
め
て
お
り
、
前
年
並

み
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

斐川地区本部のページ斐川地区本部のページ
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総務課から TEL 73－9603

新
任
ご
あ
い
さ
つ

斐川地区本部
常務理事 本部長

山根 善治

斐川地区本部 理事

靑木 広幸
JA しまね 監事

岡 睦夫

　
こ
の
度
、
6
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た
第
8
回
通

常
総
代
会
後
の
理
事
会
に
お
い
て
、
斐
川
地
区

本
部
の
本
部
長
に
引
き
続
き
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

内
外
と
も
に
大
き
な
変
革
の
中
で
、
責
任
の
重
さ

を
痛
感
い
た
す
と
共
に
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
精
一
杯
任
務
を
務
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
J
A
し
ま
ね
も
統
合
し
て
8
年
目
を
迎

え
、
今
総
代
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
「
第
3
次

中
期
経
営
3
ヵ
年
計
画
」「
第
3
次
農
業
戦
略
実

践
3
ヵ
年
計
画
」
を
基
本
と
し
「
斐
川
地
区
本
部

版
経
営
計
画
」
を
策
定
し
、
引
き
続
き
斐
川
の
特

色
を
活
か
し
た
事
業
運
営
を
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
今
後
と
も
営
農
を
機

軸
と
し
た
総
合
事
業
運
営
を
継
承
し
つ
つ
、
多
様

化
す
る
生
産
者
の
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ

く
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
や
機
械
化
体
系
の
確
立
等
に

よ
り
、
よ
り
細
や
か
に
対
応
し
た
い
と
思
い
ま
す

し
、
く
ら
し
の
活
動
を
通
じ
た
地
域
振
興
に
、
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
た
だ
、
近
年
の
経
営
環
境

の
厳
し
さ
の
中
で
、
地
域
農
業
振
興
へ
の
収
益
確

保
の
た
め
、
事
業
改
革
を
進
め
る
中
で
、
店
舗
の

再
編
等
多
少
の
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
場
面
も

斐
川
地
区
本
部

役
員
紹
介

斐
川
地
区
本
部

運
営
委
員
紹
介

島
根
県
農
業
協
同
組
合
　
斐
川
地
区
本
部

常
務
理
事
　
本
部
長

  

山
根
　善
治（
斐
川
町
三
分
市
）

島
根
県
農
業
協
同
組
合
　
斐
川
地
区
本
部

理
事

  

靑
木
　広
幸（
斐
川
町
出
西
）

  

原
　
　
　昇（
斐
川
町
学
頭
）

  

原
　
　幸
治（
斐
川
町
荘
原
）

  

小
松
原
洋
一（
斐
川
町
神
庭
）

  

椿
　
　雅
充（
斐
川
町
三
絡
）

  

伊
藤
　美
樹（
斐
川
町
上
庄
原
）

  

山
田
　美
信（
斐
川
町
阿
宮
）

  
樋
野
　
　篤（
斐
川
町
神
氷
）

  

竹
内
　房
雄（
斐
川
町
併
川
）

  

加
本
　秀
男（
斐
川
町
富
村
）

  

今
岡
　
　豊（
斐
川
町
上
直
江
）

  

佐
藤
　啓
悦（
斐
川
町
名
島
）

  

陰
山
　俊
行（
斐
川
町
直
江
）

  

黒
田
　富
広（
斐
川
町
直
江
）

  

遠
藤
　
　清（
斐
川
町
美
南
）

  

伊
藤
　晴
夫（
斐
川
町
原
鹿
）

  

北
村
　文
宏（
斐
川
町
今
在
家
）

  

高
橋
　
　進（
斐
川
町
沖
洲
）

  

周
藤
　吉
伴（
斐
川
町
中
洲
）

  

曽
田
　
　薫（
斐
川
町
黒
目
）

  

森
脇
　良
治（
斐
川
町
坂
田
）

  

安
食
　妙
子（
斐
川
町
荘
原
）

  

三
島
　明
美（
斐
川
町
鳥
井
）

介護福祉だより
お問い
合わせ

介護センター　☎73-9635
デイサービスセンターつつじ園　☎73-7314

組合員・利用者のみなさまへ

　平素は当ＪＡの事業活動にご理解、ご協力を賜り、誠にありがとうございます。
　標題の新型コロナウイルスにつきましては、依然として罹患に対する不安は継続している状況と
なっており、今後の職員による訪問活動（外勤）については、その時点の島根県や出雲市の状況を踏
まえつつ、場合によってはポスト等への投函をもって訪問に換えさせていただくことがあります。
　ご不便等おかけし、誠に申し訳ございませんが、昨今の状況を鑑み、何卒ご 了解いただきますよう、
よろしくお願い申し上げます。

新型コロナウイルス感染防止を踏まえた訪問日の対応について

出
て
く
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
な
に
と
ぞ
ご
理
解
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。Ｊ
Ａ
が
組
合

員
の
皆
様
や
地
域
の
皆
様
の
生
活
環
境
の
一
翼
を
担

う
組
織
と
し
て
、
役
職
員
一
同
一
層
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
理
解
、
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
に
あ
た
り
ま
し

て
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

退

　任

退

　任

紹

　介

紹

　介

　つつじ園では7月12日～ 14日に七夕会を開催しました。
　午前中は、短冊に願い事を書いて頂き、願いが届きますようにと
笹に飾りつけました。皆さんそれぞれに、ご自分やご家族の健康や
幸せをお願いしていらっしゃいました。
　午後からは盆踊り、斐川踊りと炭坑節を利用者の皆さんも一緒に
踊りました。また、金魚すくいを模した「キャップすくい」も盛り
上がりました。当てくじでは、大当たりはおおきなお菓子の詰め合
わせが当たり、屋台のような雰囲気のたこ焼きは、ゲーム中からい
い匂いが漂い、夏祭りを盛り上げました。

デイサービスセンターつつじ園

斐川地区本部のページ斐川地区本部のページ
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開
催
さ
れ
た
第
8
回
通

常
総
代
会
後
の
理
事
会
に
お
い
て
、
斐
川
地
区

本
部
の
本
部
長
に
引
き
続
き
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

内
外
と
も
に
大
き
な
変
革
の
中
で
、
責
任
の
重
さ

を
痛
感
い
た
す
と
共
に
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
精
一
杯
任
務
を
務
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
J
A
し
ま
ね
も
統
合
し
て
8
年
目
を
迎

え
、
今
総
代
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
「
第
3
次

中
期
経
営
3
ヵ
年
計
画
」「
第
3
次
農
業
戦
略
実

践
3
ヵ
年
計
画
」
を
基
本
と
し
「
斐
川
地
区
本
部

版
経
営
計
画
」
を
策
定
し
、
引
き
続
き
斐
川
の
特

色
を
活
か
し
た
事
業
運
営
を
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
今
後
と
も
営
農
を
機

軸
と
し
た
総
合
事
業
運
営
を
継
承
し
つ
つ
、
多
様

化
す
る
生
産
者
の
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ

く
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
や
機
械
化
体
系
の
確
立
等
に

よ
り
、
よ
り
細
や
か
に
対
応
し
た
い
と
思
い
ま
す

し
、
く
ら
し
の
活
動
を
通
じ
た
地
域
振
興
に
、
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
た
だ
、
近
年
の
経
営
環
境

の
厳
し
さ
の
中
で
、
地
域
農
業
振
興
へ
の
収
益
確

保
の
た
め
、
事
業
改
革
を
進
め
る
中
で
、
店
舗
の

再
編
等
多
少
の
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
場
面
も

斐
川
地
区
本
部

役
員
紹
介

斐
川
地
区
本
部

運
営
委
員
紹
介

島
根
県
農
業
協
同
組
合
　
斐
川
地
区
本
部

常
務
理
事
　
本
部
長

  

山
根
　善
治（
斐
川
町
三
分
市
）

島
根
県
農
業
協
同
組
合
　
斐
川
地
区
本
部

理
事

  

靑
木
　広
幸（
斐
川
町
出
西
）

  

原
　
　
　昇（
斐
川
町
学
頭
）

  

原
　
　幸
治（
斐
川
町
荘
原
）

  

小
松
原
洋
一（
斐
川
町
神
庭
）

  

椿
　
　雅
充（
斐
川
町
三
絡
）

  

伊
藤
　美
樹（
斐
川
町
上
庄
原
）

  

山
田
　美
信（
斐
川
町
阿
宮
）

  

樋
野
　
　篤（
斐
川
町
神
氷
）

  

竹
内
　房
雄（
斐
川
町
併
川
）

  

加
本
　秀
男（
斐
川
町
富
村
）

  

今
岡
　
　豊（
斐
川
町
上
直
江
）

  

佐
藤
　啓
悦（
斐
川
町
名
島
）

  

陰
山
　俊
行（
斐
川
町
直
江
）

  

黒
田
　富
広（
斐
川
町
直
江
）

  

遠
藤
　
　清（
斐
川
町
美
南
）

  

伊
藤
　晴
夫（
斐
川
町
原
鹿
）

  

北
村
　文
宏（
斐
川
町
今
在
家
）

  

高
橋
　
　進（
斐
川
町
沖
洲
）

  

周
藤
　吉
伴（
斐
川
町
中
洲
）

  

曽
田
　
　薫（
斐
川
町
黒
目
）

  

森
脇
　良
治（
斐
川
町
坂
田
）

  

安
食
　妙
子（
斐
川
町
荘
原
）

  

三
島
　明
美（
斐
川
町
鳥
井
）

介護福祉だより
お問い
合わせ

介護センター　☎73-9635
デイサービスセンターつつじ園　☎73-7314

組合員・利用者のみなさまへ

　平素は当ＪＡの事業活動にご理解、ご協力を賜り、誠にありがとうございます。
　標題の新型コロナウイルスにつきましては、依然として罹患に対する不安は継続している状況と
なっており、今後の職員による訪問活動（外勤）については、その時点の島根県や出雲市の状況を踏
まえつつ、場合によってはポスト等への投函をもって訪問に換えさせていただくことがあります。
　ご不便等おかけし、誠に申し訳ございませんが、昨今の状況を鑑み、何卒ご 了解いただきますよう、
よろしくお願い申し上げます。

新型コロナウイルス感染防止を踏まえた訪問日の対応について

出
て
く
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
な
に
と
ぞ
ご
理
解
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。Ｊ
Ａ
が
組
合

員
の
皆
様
や
地
域
の
皆
様
の
生
活
環
境
の
一
翼
を
担

う
組
織
と
し
て
、
役
職
員
一
同
一
層
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
理
解
、
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
に
あ
た
り
ま
し

て
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

退

　任

退

　任

紹

　介

紹

　介

　つつじ園では7月12日～ 14日に七夕会を開催しました。
　午前中は、短冊に願い事を書いて頂き、願いが届きますようにと
笹に飾りつけました。皆さんそれぞれに、ご自分やご家族の健康や
幸せをお願いしていらっしゃいました。
　午後からは盆踊り、斐川踊りと炭坑節を利用者の皆さんも一緒に
踊りました。また、金魚すくいを模した「キャップすくい」も盛り
上がりました。当てくじでは、大当たりはおおきなお菓子の詰め合
わせが当たり、屋台のような雰囲気のたこ焼きは、ゲーム中からい
い匂いが漂い、夏祭りを盛り上げました。

デイサービスセンターつつじ園

斐川地区本部のページ斐川地区本部のページ
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営農第一課から TEL73－9616資材課から TEL 73-9619

現場で籾すりをして刈取適期を
すぐお答えします。
まずは営農第一課までお電話を！

農機課から TEL 73-9620

いもち病（穂いもち） 紋枯病

アカスジカスミカメ ホソハリカメムシ トゲシラホシカメムシ クモヘリカメムシ コブノメイガ成虫

トビイロウンカ成幼虫と坪枯被害

営農ニュース
FARMING NEWS

適
期
刈
取
り
の
判
断

水

　稲

土づくりをして地力を高めましょう！土づくりをして地力を高めましょう！

　資材課では土づくり資材のミネラルＧフレコン（１本：２００ｋｇ）の散布を受け付けております。
　ミネラルＧの散布の申し込みについては、７月の農業振興区長・補助員兼生産委員合同会資料と
して申込書を各生産委員の皆様にお渡ししております。また、ＪＡ営農総合センター内の資材課にも申
込書を用意しておりますのでお気軽にお問い合わせ下さい。
　尚、土づくり資材散布には地域主体型生産調整推進事業より散布助成（１，２００円～１，５００円／
１０ａを上限に、面積に応じて予算の範囲内で単価調整）があります。

土づくりをすることで、しっかりとした根が育ち、健全な根を持つことによ
り稲穂が十分実ります。加えて倒伏・病害虫に強くなります

アグリ革命はここがすごい！アグリ革命はここがすごい！アグリ革命はここがすごい！アグリ革命はここがすごい！

稲わら分解促進剤稲わら分解促進剤稲わら分解促進剤稲わら分解促進剤 アグリ革命アグリ革命アグリ革命アグリ革命 JAしまね応援価格!!

酵素の力で稲わらを分解！
☆土壌環境に影響されることなく効果を発揮します。

うきワラ・ガスわきが驚くほど減少！
☆乾田・湿田に関係なく効果を発揮し、生育をサポートします。

ポイント1

ポイント2

ポイント3

ポイント4

　
島
根
県
が
８
月
５
日
に
発
表
し
た
病
害
虫
発
生
予
察
情

報
で
は「
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類
」が
平
年
並
み
〜
や
や
多
い
、

「
紋
枯
病
」
が
平
年
並
〜
や
や
多
い
、「
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
」

平
年
並
、「
い
も
ち
病
」
が
や
や
少
な
い
〜
平
年
並
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
町
内
の
ほ
場
で
も
平
年
に
比
べ
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類
が

多
く
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
島
根
県
内
で
も
例
年
の
約

３
倍
、
過
去
10
年
で
最
多
と
い
う
調
査
結
果
が
出
て
い
ま

す
。「
き
ぬ
む
す
め
」
を
中
心
に
被
害
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

米
の
品
質
低
下
に
直
結
す
る
被
害
を
も
た
ら
す
た
め
、
ほ

場
を
確
認
し
適
切
な
防
除
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

自由に希釈できる液剤タイプ！
☆田んぼの面積に関わらず、全ての農家様にお使いいただけます。

10ａに1袋を撒く細粒タイプもあります！

価格表（税込）

通常価格

応援価格

10ａ用 10ａ用 50ａ用 大型規格
アグリ革命細粒 2ｋｇ アグリ革命 アクア 液100ml アグリ革命 アクア 液500ml

¥2,365 ¥1,855 ¥7,100
¥2,235¥2,235 ¥1,730¥1,730 ¥6,770¥6,770

営業時間 8:30～17:00
　　　　　  （土日、祝日営業致します）

※雨天の場合、急遽予告無く休日とする場合がありますので、予めご了承下さい。

今年度の秋の農繁期対応は

令和4年

８月20日（土）～１0月10日（月・祝）

秋の農繁期対応についてのお知らせ

！　全国的に農作業中の熱中

症による事故が増加していま

す。体調管理に十分気をつ

け、熱中症および不注意によ

る事故に注意しましょう。

　全国的に農作業中の熱中

症による事故が増加していま

す。体調管理に十分気をつ

け、熱中症および不注意によ

る事故に注意しましょう。！

　
収
穫
の
判
断
は
ほ
場
内
の
平
均
的
な
穂
を
何
点
か

抜
き
取
り
、
青
味
籾
率
が
10
〜
15
％
の
時
期
が
適
期

（
下
記
図
参
照
）

　
特
に
収
穫
に
日
数
を
要
す
生
産
者
の
方
は
、
青
味

籾
率
15
％
の
時
期
か
ら
収
穫
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
れ
以
上
熟
れ
る
の
を
待
つ
と
刈
り
遅
れ
で
、
胴

割
れ
・
茶
米
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

○
胴
割
れ
粒
の
発
生
要
因

①
刈
り
遅
れ

②
早
期
落
水
に
よ
る
土
壌
水
分
不
足

③
過
乾
燥

④
乾
燥
速
度
が
早
い

胴
割
れ
粒
…
精
米
す
る
と
割
れ
て
し
ま
い
、
炊
飯
時

に
ノ
リ
の
よ
う
に
、
べ
ち
ゃ
べ
ち
ゃ

と
し
た
炊
き
上
が
り
の
ご
飯
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　「
き
ぬ
む
す
め
」
は
穂
揃
い
期
に
入
り
ま
す
。
出

穂
期
か
ら
穂
揃
い
期
は
最
も
水
が
必
要
な
時
期
に
な

る
た
め
、
か
ん
水
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
穂
揃
い

期
以
降
は
、
間
断
か
ん
水
を
行
い
ま
す
。
間
断
か
ん

水
の
期
間
は
出
穂
後
25
日
必
要
で
す
。
根
の
活
力
を

維
持
す
る
と
と
も
に
収
穫
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
か

ん
水
の
回
数
を
減
ら
し
収
穫
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　「
ハ
ナ
エ
チ
ゼ
ン
」
の
収
穫
時
期
で
す
。「
つ
や
姫
」

「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
に
つ
い
て
も
、
ま
も
な
く
収
穫
時

期
を
迎
え
ま
す
。
ほ
場
を
確
認
し
、
適
期
刈
取
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

JA しまね特別価格です。この機会にぜひご注文ください。

斐川地区本部のページ斐川地区本部のページ
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す。体調管理に十分気をつ

け、熱中症および不注意によ

る事故に注意しましょう。

　全国的に農作業中の熱中

症による事故が増加していま

す。体調管理に十分気をつ

け、熱中症および不注意によ

る事故に注意しましょう。！

　
収
穫
の
判
断
は
ほ
場
内
の
平
均
的
な
穂
を
何
点
か

抜
き
取
り
、
青
味
籾
率
が
10
〜
15
％
の
時
期
が
適
期

（
下
記
図
参
照
）

　
特
に
収
穫
に
日
数
を
要
す
生
産
者
の
方
は
、
青
味

籾
率
15
％
の
時
期
か
ら
収
穫
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
れ
以
上
熟
れ
る
の
を
待
つ
と
刈
り
遅
れ
で
、
胴

割
れ
・
茶
米
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

○
胴
割
れ
粒
の
発
生
要
因

①
刈
り
遅
れ

②
早
期
落
水
に
よ
る
土
壌
水
分
不
足

③
過
乾
燥

④
乾
燥
速
度
が
早
い

胴
割
れ
粒
…
精
米
す
る
と
割
れ
て
し
ま
い
、
炊
飯
時

に
ノ
リ
の
よ
う
に
、
べ
ち
ゃ
べ
ち
ゃ

と
し
た
炊
き
上
が
り
の
ご
飯
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　「
き
ぬ
む
す
め
」
は
穂
揃
い
期
に
入
り
ま
す
。
出

穂
期
か
ら
穂
揃
い
期
は
最
も
水
が
必
要
な
時
期
に
な

る
た
め
、
か
ん
水
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
穂
揃
い

期
以
降
は
、
間
断
か
ん
水
を
行
い
ま
す
。
間
断
か
ん

水
の
期
間
は
出
穂
後
25
日
必
要
で
す
。
根
の
活
力
を

維
持
す
る
と
と
も
に
収
穫
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
か

ん
水
の
回
数
を
減
ら
し
収
穫
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　「
ハ
ナ
エ
チ
ゼ
ン
」
の
収
穫
時
期
で
す
。「
つ
や
姫
」

「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
に
つ
い
て
も
、
ま
も
な
く
収
穫
時

期
を
迎
え
ま
す
。
ほ
場
を
確
認
し
、
適
期
刈
取
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

JA しまね特別価格です。この機会にぜひご注文ください。

斐川地区本部のページ斐川地区本部のページ
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